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【第６次総合計画と総合戦略の関係】 

基本構想 

基本計画 
（前期・後期） 

第 2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略 

実施計画 

１ 第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要 

 
（１）目的 

  まち・ひと・しごと創生総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法第 10 条に基づく戦略です。策

定の目的は、国が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本的な考え方や政策５原則

等を基に、本町における、人口減少による地域経済縮小のリスクを回避して、まち・ひと・しご

との創生と好循環の確立を目指すことです。 

   

（２）位置づけ 

まち・ひと・しごと創生法に基づく総合戦略の取組は、第６次総合計画に包含されるものであ

り、総合戦略の目的である人口減少による地域経済縮小のリスクを回避して、まち・ひと・しご

との創生と好循環の確立を目指すため、第６次総合計画後期基本計画と一体的に策定し、期間も

令和４年度から令和８年度までとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 戦略目標と施策 

 
４つの戦略目標を定めるとともに、その目的を達成するために具体的に取り組むべき 22 の施

策を設定しています。 

 

戦略目標 施  策 

戦略目標 １ 

箱根町への新しい人の流れ

をつくる 

施策１ 国際観光地としての魅力づくり 

施策２ 箱根ｼﾞｵﾊﾟｰｸ等、地域資源を活用した魅力づくり 

施策３ 県西地域活性化プロジェクトの推進 

施策４ 若い世代への移住・定住支援 

施策５ 新しい箱根ファンの創出 
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戦略目標 施  策 

戦略目標 ２ 

結婚・出産・子育ての切れ目

のない支援を行う 

施策１ 結婚の希望を叶えるための支援 

施策２ 安心して妊娠・出産・子育てができるまちづくり 

施策３ 子育て世代への負担の軽減 

施策４ ＩＣＴを活用した学校教育の推進 

施策５ 箱根の特色を活かした教育の実施 

施策６ はたらきながら安心して子育てができるまちづくり 

施策７ ワーク・ライフ・バランスの実現 

戦略目標 ３ 

活力と魅力あふれるまちづ

くりを進める 

施策１ 空き家などの有効活用を図る 

施策２ まちづくりを行う町民や企業への支援 

施策３ 生活利便性の向上を図る 

施策４ 世代間の交流を図る 

施策５ 道路の効果的な維持管理や改良を行う 

施策６ 公園機能の拡充を図る 

戦略目標 ４ 

町内で安心して働けるよう

にする 

施策１ 町内企業への支援の実施 

施策２ 起業支援の実施 

施策３ 就職のための支援の実施 

施策４ 後継者育成支援の実施 

 

３ 施策別の評価結果（まとめ） 

 
（１）数値目標の進捗状況 

  ・各戦略目標にある、それぞれ2つの数値目標の令和６年度における進捗状況を評価した結果、 

「a：目標達成」は２件（25％）、「ｂ：一定の進捗」が１件（12.5％）、「ｃ：実績以下」が２件

（25％）、「d:評価不能」が３件（37.5％）となりました。 

 

 （図表１）数値目標の進捗状況一覧 

 

現状値
R6

（実績）

R8

（目標）

1 1 社会増減 △113（平成30年度） 143 0 人 a:目標達成

1 2 入込観光客数 18,960（平成30年度） 20,310 20,000 千人 a:目標達成

2 1 合計特殊出生率 0.82（平成30年度） 0.44 1.00 c:実績以下

2 2 年少人口 746（令和元年度） 586 750 人 c:実績以下

3 1 定住意向 46.8（令和2年度）
アンケート

未実施
50.0 ％以上

d:評価不能
（次回R7実施）

3 2 暮らし満足度 65.2（令和2年度）
アンケート

未実施
70.0 ％以上

d:評価不能
（次回R7実施）

R5指標の

進捗状況

戦略

番号
数値目標

目標値

単位番号
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a:目標達成

2目標(25.0%)

b:一定の進捗

1目標(12.5%)
c:実績以下

2目標(25%)

d:評価不能

3目標(37.5%)
８目標

現状値
R6

（実績）
R8

（目標）

1 1 外国人宿泊観光客数 40,000（令和２年度） 492,667 400,000 人 a:目標達成

1 2 お試し居住からの移住件数 3（令和２年度） 10 20 組 b:一定進捗

戦略
番号

番号 重要業績評価指標（ＫＰＩ）

目標値

単位
R6指標の
進捗状況

 

 

 （図表２）数値目標別の施策の進捗状況 

 

 

 （図表３）進捗状況別の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況 

  ・4つの戦略目標に位置付けた重要業績評価指標（ＫＰＩ）は、11項目あり、「a 目標達成」は、 

６項目（54.5％）、「b 一定の進捗」は、４項目（36.4％）、「d 評価不能」が、１項目（9.1％）

となりました。 

 

 （図表４）重要業績評価指標の進捗状況一覧 

 
 
 
 

 

4 1 就業者数 13,348（平成28年度） 統計なし 13,500 人
d:評価不能
（次回R7実施）

4 2 起業・創業件数 59（令和2年度） 73 80 件 b:一定進捗

１ ２ ３ ４ 割合

2 0 0 0 2
(+1) (±0) (±0) (±0) (+1)

0 0 0 1 1
(-1) (±0) (±0) (±0) (-1)

0 2 0 0 2
(±0) (±0) (±0) (±0) (±0)

0 0 2 1 3
(±0) (±0) (±0) (±0) (±0)

2 2 2 2 8 100%

37.5%

25.0%

12.5%

25.0%

合　　　　計

数値目標の進捗状況
戦略目標 区分

合計

評価不能
（アンケート等の測定を行っていない指標）

目標達成
（目標値に達している指標）

実績以下
（計画策定時の実績値を下回った指標）

一定の進捗
(目標値に達していないものの計画策定時の実績値

から一定程度進捗が図れている指標)

d

c

b

a



 

- 4 - 

 

a:目標達成

5指標(45.5%)b:一定の進捗

5指標(45.5%)

d:評価不能

1指標(9.0%)

11指標

１ ２ ３ ４ 割合

2 3 0 0 5
(+1) (+1) (±0) (-1) (+2)

1 0 2 2 5
(-1) (-1) (±0) (+1) (-1)

0 0 0 0 0
(±0) (±0) (±0) (±0) (±0)

0 0 1 0 1
(±0) (-1) (±0) (±0) (-1)

3 3 3 2 11 100%

9.0%

0.0%

45.5%

45.5%

重要業績評価指標の進捗状況
戦略目標 区分

合計

合　　　　計

評価不能
（アンケート等の測定を行っていない指標）

実績以下
（計画策定時の実績値を下回った指標）

一定の進捗
(目標値に達していないものの計画策定時の実
績値から一定程度進捗が図れている指標)

目標達成
（目標値に達している指標）

d

c

b

a

1 3 ふるさと納税寄付件数 4,182（令和２年度） 20,999 4,800 件 a:目標達成

2 1
子育ての環境や支援への満足度
（就学前児童の保護者）で“高
い”“やや高い”と回答した割合

28.9（平成30年度） 34.7 ＋５% ％ a:目標達成

2 2
学校での勉強が楽しいと感じる割
合

― 88.7 80.0 ％ a:目標達成

2 3
認定こども園・保育所放課後児童
クラブ待機児童数

0（令和２年度） 0 0 人 a:目標達成

3 1
空き家等の利活用による町民交流
施設数

1（令和２年度） 1 3 件 b:一定進捗

3 2
活力あるまちづくり支援補助金交
付件数

1（令和２年度） 2 3 件 b:一定進捗

3 3 買い物環境に不便と感じる割合 85.0（令和２年度）
アンケート

未実施
70.0 ％ d:評価不能

（次回R7実施）

4 1 中小企業等アドバイザー派遣件数 2（令和２年度） 4 5 件 b:一定進捗

4 2 起業・創業支援件数 ― 5 20 件 b:一定進捗

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （図表５）重要業績評価指標の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （図表６）重要業績評価指標の進捗区分別の内訳 
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Ａ：順調に推移

36事業(50.0%)

Ｂ：一定の進捗がある

32事業(44.4%)

Ｃ：進捗は遅れている

4事業,(5.6%)

72事業

１ ２ ３ ４ 割合

5 18 5 8 36
(-5) (-2) (±0) (-4) (-11)

15 4 9 4 32
(+6) (+3) (+4) (+3) (+16)

1 2 0 1 4
(-1) (-1) (-3) (+1) (-4)

0 0 0 0 0
(±0) (±0) (-1) (±0) (-1)

21 24 14 13 72 100%

50.0%

概ね実施できている

Ｄ

Ｃ

Ｂ

課題等があり実施が困難

実施に向けて検討している

44.4%

0.0%

5.6%

合　　　　計

区分
合計

戦略目標
事業の進捗区分

順調に実施できているＡ

（３）事業の進捗状況 

  ・72 の事業のうち、「順調に実施できている」ものが 36事業（50.0％）、「概ね実施できている」 

ものが 32 事業（44.4％）となりました。一方、「実施に向けて検討している」ものは４事業

（5.6％）となりました。 

 

  （図表７）事業の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図表８）事業の進捗区分別の内訳 
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戦略目標１ 箱根町への新しいひとの流れをつくる

戦略目標１によって目指す姿

戦略目標１の取組みを評価する重要業績評価指標（ＫＰＩ）

施策① 国策観光地としての魅力づくり

20,000千人

現状値(平成30年度)

492,667 400,000 観光課

現状値(平成30年度)

R4-6取組内容 海外セールスプロモーション活動や、外国語の情報発信を行い、外国人観光客の誘致を図った。

課題 文化の異なる外国人観光客への、マナー啓発や外国語対応の案内の整備が追い付いていない。

R7-8取組予定 外国人観光客の誘客と並行して、受入体制の強化を図る。

B：概ね順調に実施できている

R4-6
効果

R4-6
課題

進捗度

令和6年度 目標値(令和8年度)

重要業績評価指標

外国人宿泊観光客数

令和6年度 目標値(令和8年度) 担当課

40,000

○社会増減

○入込観光客数

基本とする目標

0人△113人(※1) 143人

18,960千人(※2) 20,310千人(R6)

前期計画の最終年となる令和５年度においては、約81％の施策において計画どおりに進捗した。
また、剛毅計画の初年度となる令和６年度においても、約80％を超える施策において計画どおりに進捗した。

国内外の情勢がこれまで以上に速いスピードで変化することから、策定後に新たな施策の展開が必要となるこ
とがある。

観■１ 国際観光地「箱根」のさらなる振興
 観光振興における行動指針である「箱根町観光振興条例」に基づく計画推進を目的として、箱根町ＨＯＴ２１観光プラ
ン推進委員会を設置し「第２次箱根町ＨＯＴ２１観光プラン」の各種施策の進行管理により、取組み効果の検証と取組
み方法の見直しを行います。
 平成30（2018）年４月に箱根ＤＭＯが設立され、その後町との連携が大きく強化されており、町と箱根ＤＭＯの両輪
で、第２次箱根町ＨＯＴ２１観光プラン基本計画に示す観光ビジョンや基本戦略をさらに具体的な施策として着実に推進
し、官民が一体となった観光振興を図ります。

R6 後期実施計画の初年度であり、引き続き官民一体となって観光振興を図った

４ 施策別事業別の評価シート 

 
（１）施策別事業別の評価シートの見かた 

施策別評価シートは、施策評価のツールとして、４つの戦略目標ごとに、目指す姿や重要業績

評価指標（KPI）、施策別事業について示し、令和６年度の数値、事業別の進捗度と進捗状況の説

明、課題等をまとめたものです。 

施策別評価シートと記載内容の見かたは、次のとおりです。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦略目標別 
数値目標 

目指す姿、基本とす
る目標を示していま
す。 

戦略目標別 
重要業績評価指標 

ＫＰＩとそれに係る
取り組み内容等を示
しています。 

実施事業 

実施事業の名称と内

容を示しています。 

令和６年度の実施

状況と進捗度 

実施状況と進捗度を

示しています。 

令和４～６年度

効果と課題 

事業がもたらした効
果と事業を実施して
の課題を示していま
す。 



まち・ひと・しごと創生総合戦略検証シート

戦略目標１ 箱根町への新しいひとの流れをつくる

戦略目標１によって目指す姿

戦略目標１の取組みを評価する重要業績評価指標（ＫＰＩ）

令和6年度 目標値(令和8年度)

重要業績評価指標

外国人宿泊観光客数

令和6年度 目標値(令和8年度) 担当課

40,000

○社会増減

○入込観光客数

基本とする目標

0人△113人(※1) 143人

18,960千人(※2) 20,310千人(R6)

現状値(平成30年度)

492,667 400,000 観光課

ふるさと納税寄付件数

お試し居住からの移住件数

現状値(平成30年度)

3

4,182

10 20 企画課

20,999 4,800 財務課

R4-6取組内容 海外セールスプロモーション活動や、外国語の情報発信を行い、外国人観光客の誘致を図った。

課題 文化の異なる外国人観光客への、マナー啓発や外国語対応の案内の整備が追い付いていない。

R7-8取組予定 外国人観光客の誘客と並行して、受入体制の強化を図る。

重要業績評価指標 現状値(平成30年度) 令和6年度 目標値(令和8年度) 担当課

R4-6取組内容 民間移住支援団体と連携し、移住につなげられるよう、きめ細かな対応、フォローを行った。

課題
参加者からは移住に対して前向きな意見をもらっているが、希望する空き物件が少なく、移住につな
げられていない。

R4-6取組内容
受入体制の強化を図り、ポータルサイトの追加や魅力ある返礼品の拡充によって寄付額の増加を図る
とともに、返礼品の提供を通じて箱根の魅力を広め、町内経済の活性化に寄与する。

課題
総務省基準の見直しにより、宿泊を含む役務提供の厳格化やポータルサイトでのポイント付与が廃止
されるなど、影響を注視する必要がある。

R7-8取組予定
総務省基準の見直しを踏まえ、本町の特性にあったポータルサイトの導入や広告による周知を行い、
寄附額の増加を目指す。

R7-8取組予定 空き物件の情報を集め、これまでの参加者に提供するほか、フォローを続けていく。

重要業績評価指標 現状値(平成30年度) 令和6年度 目標値(令和8年度) 担当課

20,000千人
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施策① 国策観光地としての魅力づくり

観■１ 国際観光地「箱根」のさらなる振興

観■２ 国際観光プロモーション事業

観■３ 観光情報の発信

観■４ 誘客宣伝事業（国際観光推進事業）

 観光振興における行動指針である「箱根町観光振興条例」に基づく計画推進を目的として、箱根町ＨＯＴ２１観光プラ
ン推進委員会を設置し「第２次箱根町ＨＯＴ２１観光プラン」の各種施策の進行管理により、取組み効果の検証と取組
み方法の見直しを行います。
 平成30（2018）年４月に箱根ＤＭＯが設立され、その後町との連携が大きく強化されており、町と箱根ＤＭＯの両輪
で、第２次箱根町ＨＯＴ２１観光プラン基本計画に示す観光ビジョンや基本戦略をさらに具体的な施策として着実に推進
し、官民が一体となった観光振興を図ります。
R6 後期実施計画の初年度であり、引き続き官民一体となって観光振興を図った

 観光情報については、英語・中国語・韓国語・フランス語に対応しているインバウンド専用のホームページ「HAKONE
JAPAN」により箱根の歴史や旬な情報などを世界へ発信します。また、総合観光案内所には引き続き英語・中国語・韓国語
対応の職員を配置し、外国人観光客の受入強化を図ります。

総合観光案内所への来所外国人の国籍別人数の記録をつけることで、今後へ向け情報収集を図った

 外国人観光客の誘客宣伝及び受入体制の整備を図るため、外国語観光マップ（英語・中国語・韓国語）・外客向け箱
根紹介小冊子（英語）の印刷などを行います（外貨両替機の設置は完了）。

前期計画の最終年となる令和５年度においては、約81％の施策において計画どおりに進捗した。
また、後期計画の初年度となる令和６年度においても、約80％を超える施策において計画どおりに進捗した。

国内外の情勢がこれまで以上に速いスピードで変化することから、策定後に新たな施策の展開が必要となること
がある。

進捗度 B：概ね順調に実施できている

進捗度 B：概ね順調に実施できている

R6 作成した外国語観光マップを、希望するホテル、旅館でも設置し、広く活用されるよう図った

進捗度 B：概ね順調に実施できている

B：概ね順調に実施できている

世界的な感染症の流行により衛生面や感染症対策の充実を重視する旅行者の増加が見込まれるため、町内の民間事業
者とともに有望なインバウンド市場に対し、現地に出向いての町内感染症対策や衛生面での安全性を伝えるためのセミナー商
談会の開催、旅行エージェント等を招聘してのファムトリップ事業の実施により、「箱根」の認知度の向上や、感染症対策状況
等のＰＲを図り、外国人観光客が安心して目指せる観光地づくりに努めます。

R4-6
効果

R4-6
課題

進捗度

R4-6
効果

現地に赴き、直接的なプロモーション活動を行うことで、各国での箱根の認知度向上および誘客に貢献した。

プロモーション活動による認知度の向上は可視化が難しく、効果的なプロモーション方法の模索が必要である。

R6 韓国・ベトナムにおいてセールスプロモーション活動や大学訪問を行い、箱根の認知度の向上を図った

R4-6
効果

外国人観光客から観光情報の場として総合観光案内所を活用いただけており、大半の月で海外客が来所者数の半
数を超えた。

R4-6
課題

収集した外国人のデータを活用し、よりスムーズで効果的な情報発信のため、傾向を整理、分析していく必要が
ある。

R4-6
課題

R6
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施策② 箱根ジオパーク等、地域資源を活用した魅力づくり

生■５ 箱根関所誘客宣伝事業

進捗度 C：実施に向けて検討している

進捗度 B：概ね順調に実施できている

 所蔵している史料のデータベース化、復元施設である箱根関所及び箱根関所資料館内の展示史料等の解説内容の充
実、多言語化を進めるとともに、二次元コードを活用し展示史料以外の情報もタブレット端末等で閲覧できるようにすることで
入館者の満足度を向上させます。また、ホームページ等にもリンクさせ、外部への情報発信も拡充することで入館者の増を図り
ます。

R4-6
効果

官民連携の事業化の検討にあたっては、民間事業者の視点だけではなく、改めて地域住民等の視点を加えること
で、対象地の利活用に向けた検討を進めることができた。

R4-6
課題

当初町が想定していた実施方針（案）の見直しが必要となったため、事業化に向けたスケジュールに遅れが生じ
ている。

企■６ 国際観光地箱根の玄関口にふさわしい賑わい・交流拠点の整備
 旧箱根観光物産館と消防署湯本分署の跡地については、町の玄関口として箱根湯本駅前地区全体の振興さらに箱根
町全体の活性化に寄与するような賑わい・交流拠点を民間のアイデアや資金を活用して整備します。

多言語化は必要だが、6年度の団体利用では10か国以上の利用が確認でき、施設の老朽化なども考慮し、最適解を
模索している。

R4-6
効果

SNSからの発信を促進し、フォロワーの増加に繋がった。復元施設のサインの更新により統一感のある案内表示
ができた。また、スタンプラリーの実施により地域連携による賑わいが創出できた。

R4-6
課題

R4-6
課題

外国人観光客の増加により、外国語観光マップの消費が想定よりも早く、今後不足することが懸念される。

R6

進捗度 B：概ね順調に実施できている

展示見学の利便性の調査研究とともに、地域の活性化を目指し、商店街とのスタンプラリーを実施した

R4-6
効果

観光案内所、ホテル、旅館など広い範囲で外国語観光マップ、小冊子を活用いただき、外国人観光客の受入体制
の整備に一役買った。

R6 実施方針（案）の見直しにあたり、地域住民や地域団体等で構成する協議会を設置し、意見交換を行った。

企■１ 箱根ジオパーク推進事業
 箱根ジオパークのネットワークを活用し、学習講座の開催や、箱根火山の知識及び過去に発生した自然災害の防災教育へ
の活用、移住希望者への魅力発信、ユニバーサルデザインの視点による取組みの促進等、枠にとらわれないジオパーク活動の
事業展開を図ります。
R6 フィールドでの体験型講座やオンラインツアーなど、地域資源の魅力を感じられる取組みを幅広く推進した。

R4-6
効果

自然や温泉など様々な地域資源に地形地質学に裏付けられたストーリーや付加価値が加わることで、さらなる魅
力となる。それら地域資源を活かし幅広な普及を推進し、国際観光地「箱根」のさらなる振興に寄与している。

R4-6
課題

町民の多くが観光業へ従事していることから、曜日を問わずイベント等への参加数が増えないため普及が進まな
い
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